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1. はじめに
　Platbox Simulatorでシミュレーションを行う際に、プラグインであるReport Component Managerを使用することによってシミュレーションの実行結果をCSVファイルとして出力することが出来る。しかし、出力されたスプレッドシートファイルの中にはグラフ化を行う際に不要な列が多数出力されてしまう。Microsoft Excelなどを使ってシミュレーションの実行結果をグラフ化したいとき、最初にその不要な列を削除する必要がある。加工しなければならないCSVファイルが少ないときはそれほど手間が掛からない作業だが、シミュレーションは何度も繰り返して行われることが多い。Report Component Managerによって出力されるファイル数はシミュレーションを行った回数（n回）に比例する。本プロジェクトのクライアントである井庭研究会では、40回以上シミュレーションを行う時が多々ある。こうした多数のCSVファイルから余分な列を削除する作業は手間暇が掛かり、面倒である。また複数のファイルの中から特定のシミュレーション結果を探し出したい時は、いちいちファイルの中身を見て確認しなければならない。我々Platbox班はこの様な問題を解決するツールとして、SimData Managerと言うものを提案し開発する。
2. 概要
SimData Managerは、Platbox Simulator用の新しいプラグイン。ユーザーはこれを使用することによって、Report Component Managerによって出力された複数のCSVファイルを簡単に加工できる。加工とはCSVファイル内の不要な行項目を削除することである。また多数のCSVファイルの中から特定のものを抽出する機能もある（詳しい機能の説明は4. 機能一覧を参照）。なおPlatbox Simulatorに準じ、オブジェクト指向言語であるJAVAを用いてSimData Manager開発を行う。
3. 動作環境

SimData Mangerの動作環境はPlatBox Simulatorのものに準じる。

· 必須環境

OS：Windows 98/98SE/Me/2000/XP(日本語版)

CPU：300 MHz 以上
メインメモリ： 128 MB 以上

· 推奨環境

OS：Windows Me/2000/XP(日本語版)

CPU：700 MHz 以上
メインメモリ： 256 MB 以上

　PlatBox Simulator & Component Builder インストールガイド
http://platbox.sfc.keio.ac.jp/jp/document/200508PlatBoxInstallGuide.pdfより引用
4. 機能一覧
SimData Mangerの主な機能として次の五つのものがある。
①　CSVファイル読み込み機能
Report Component Managerによって出力されたCSVファイルを読み込む。ユーザーは指定した任意のCSVファイルをSimData Managerに読み込むことが出来る。
②　CSVファイル閲覧機能
SimData Managerに読み込まれた各CSVファイルの中身を閲覧する機能。ユーザーが別途のソフトを使ってファイルの中身を確認しなくてもいいようにするため（Platbox Simulatorから離れなくてもよい）。読み込まれたCSVファイルは表計算ソフトのように表形式で表示される。また複数のファイルを読み込んだ場合、閲覧する対象ファイルの切り替えが容易に出来る。
③　CSVファイル抽出機能
複数のCSVファイル中から特定のものを抽出する機能。ユーザーはシミュレーションを起こった際に適用したモデルの設定を元に抽出対象を選ぶ。ユーザーが簡単に出来るよう、操作性の良いインターフェースを考慮する。
④　CSVファイル編集機能
読み込まれたCSVファイルを編集する機能。編集とはCSVファイル内にある不要な列項目の削除。また列削除機能に加え、行数が多いファイルを編集する際に、行の範囲指定と何行ごとの抽出が行える機能も追加する。ユーザーが複数のCSVファイルの場合、編集対象ファイルが容易に変えられるインターフェースを設計する。

⑤　ファイル出力機能
SimData Mangerで加工したCSVファイルを新たなファイルとして出力する機能。ユーザーはCSVかDAT※01の二つの出力形式から選べられる。保存先のディレクトリもユーザーが指定できるようにする。
※01　DATファイル – グラフ化ソフトgnuplotで使用できるファイル形式。長時間行ったシミュレーションの実行結果（行数が多いCSVファイル）を出力したい時に使用する。Microsoft Excelは最高５万行までしか読み込めず、グラフ化出来るのは３万行までしか出来ない。gnuplotはMicrosoft Excelに比べてより多くの行数を読み込むことが出来る。

5. 画面一覧
Platbox Simulatorに不慣れなユーザーでも使いやすいように、SimData ManagerはPlatbox Simulatorと同じGUI（Graphics User Interface）にする。以下に表記する画面の一覧はSimData Managerの開発に必要と想定されるものである。なお本プロジェクトでは各画面の仕様を再検討する必要があるため、基本的に明確なデザイン・具体的なユーザー操作・画面遷移に関する説明は省く。
注：各画面の画像はイメージ画像であり、今後のプロジェクトの進行とともに画面の名称・デザイン・インターフェースが変更される可能性がある。今のバージョンは7月13日現在最新のものである。
1 メイン画面
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SimData Managerの起動画面。ユーザーはこの画面でCSVファイルの読み込み、その中身を閲覧、さらに編集をする。画面の左部分に読み込まれたファイルの一覧が表示され、ユーザーはそのファイルリストから中身を閲覧したいものを選択する。左部分で選択されたファイルの中身は右部分に表示される。
表示されているファイルの各列の名前が右下部にチェックボックス形式で表示されている。削除ボタンを押すとチェックされている名前の列を残して削除される。また行数が多いファイルを編集する際に、行の範囲を指定することができ、何行ごとの抽出もこの画面で行える。

2 設定抽出画面
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複数のCSVファイルの中から特定のものの抽出を行うための画面。選択したCSVファイルの設定ファイルが読み込まれ、その中身が表示される。ユーザーが抽出の設定を完了させると、抽出されたファイルの一覧が新たなファイルリストとしてメイン画面に表示される。
3 形式選択画面
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加工したCSVファイルの出力形式を選択する。CSVとテキスト（DAT）の二種類の形式から選択できる。CSV形式はMicrosoft Excelを用いてグラフ化する際に推奨。テキスト形式はGNUPLOTを用いてグラフ化する際に推奨。
4 出力先指定画面
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加工したCSVファイルの出力ディレクトリを指定する画面。

6. スケジュール
本プロジェクトは7月6日にクライアントである井庭研究会に第一版として渡さなければならなかった。そのためこの第一版では上記に上げた機能と仕様の中から以下のものを省いた。
· 編集機能の行範囲選択、頻度の指定
· ファイル形式の指定(csv,dat)→csv形式のみに

· 一回CSV読み込みを行った後、さらにCSV読み込みを行うと、既存のファイルリストに追加される形でファイル名が並ぶ。
これらの機能は7月23日に完成版として井庭研究会に提出する。
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